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有効回答数 ( 率 ) は 145 名 (34.1%) で、教諭の平均年齢は 46.5 歳、医療的ケアが必要な児童生徒を担任した経験年数は 1 年未満
～ 22 年であった。現在勤務している特別支援学校で教諭と看護師が医療的ケアを実施しているのは 77 名、看護師のみが実施し








れぞれ 28 名 (19.3%)、36 名 (24.8%) であった。
特別支援学校における教諭のニーズを満たすために学内外の資源を用いた支援体制を整え、実施体制の違いによる教諭の認識
の特徴を踏まえて教諭と看護師の連携を図っていく必要性があると考えられる。























要な幼児児童生徒数は 8,218 名（平成 28 年度は 8,116
名）で、年々増加している。それに伴い、医療的ケアを
実施する看護師は 1,807 名（平成 28 年度は 1,665 名）、

























































































最頻値を求めた。その結果、教諭経験年数は 2 ～ 38 年（最
頻値 21 年）、特別支援学校での教諭経験年数は 2 ～ 38
年（最頻値 5 年）、医療的ケア児を担任した経験年数は 0
～ 22 年（最頻値 1 年）であった。また、所属している特
別支援学校で医療的ケアの対象になっている児童生徒 1 人

































( 範囲 25 ～ 60 歳 )
平均 47.2 歳
（範囲 25 ～ 60 歳）
平均 46.5 歳
（範囲 26 ～ 60 歳）
平均 42.1 歳
（範囲 28 ～ 57 歳）
教諭経験年数
2 ～ 38 年
最頻値 21 年
2 ～ 38 年
最頻値 32 年
3 ～ 38 年
最頻値 20 年




2 ～ 38 年
最頻値 5 年
2 ～ 36 年
最頻値 3 年
2 ～ 38 年
最頻値 24 年




0 ～ 22 年
最頻値 1 年
0 ～ 17 年
最頻値 4 年
0 ～ 22 年
最頻値 1 年




（範囲 4 ～ 343 名）
平均 127.5 名
（範囲 4 ～ 343 名）
平均 105.0 名
（範囲 5 ～ 260 名）
平均 145.1 名





（範囲 1 ～ 61 名）
平均 17.1 名
（範囲 1 ～ 61 名）
平均 8.1 名
（範囲 1 ～ 45 名）
平均 12.5 名




（範囲 0 ～ 7 名）
平均 3.0 名
（範囲 1 ～ 7 名）
平均 2.0 名
（範囲 0 ～ 5 名）
平均 2.8 名






平均 1.8 ～ 3.8 名






る」と回答した人は 29 名 (50.9%)、「まあまあ得られてい
る」と回答した人は 25 名 (43.9%)、「あまり得られていない」
と回答した人は 1 名 (1.7%)、「全く得られていない」と回
答した人は 0 名、無回答 2 名 (3.5%) であった。
また、ケアの実施に際しての看護師とのコミュニケー
ションについては、「充分とれている」と回答した人が 38
名 (66.7%)、「まあまあとれている」と回答した人が 18 名
(31.6%)、「あまりとれていない」および「全くとれていない」


















































































































































































28 名 (19.3%)、関わっていることがない人は111 名 (76.6%)、













あり 17 名（22.1%） 10 名（17.2%）
0.663
なし 58 名（75.3%） 44 名（75.9%）
無回答 2 名（2.6%） 4 名（6.9%）
看護協会と
の関わり
あり 25 名（32.5%） 8 名（13.8%）
0.039*
なし 51 名（66.2%） 44 名（75.9%）












名 (10.7%)、「その他」3 名 (10.7%) であった。
特別支援学校の医療的ケアに関することで、同じ都道
府県内にある看護協会と関わっていることがある人は 36
名 (24.8%)、関わっていることがない人は 100 名 (69.0%)、
無回答 9 名 (6.2%) であった。
関わっていることがあると回答した人に、関わりの内容
について複数回答で尋ねたところ、「看護師の雇用をサ
ポ トーしてくれている」13 名 (36.1%) が最も多く、次いで
「看護師のための研修会をサポ トーしてくれている」12 名
(33.3%)、「看護師が看護協会の賠償責任保険に加入し
ている」11 名 (30.6%)、「教諭等の基本研修 ( 第 3 号研修 )
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